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しずおか                                           ２０１８年 １月 ２９日         

県勤協連ニュース             ３２９号 
                     

静岡県勤労者協議会連合会 

                    TEL・FAX 054-273-5130 

          ホームページ   http://www.kinrokyo.net/shizuoka/ 

                 Ｅ－メールアドレス shizuoka@kinrokyo.net 
 

 

２０１８年 年頭挨拶 

静岡県勤労者協議会連合会 

会 長  堀 内 武 治 

 

新年明けましておめでとうございます。 

県下各地の勤労者協議会会員の皆様方には２０１８年の新春を、ご家族

共々お健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。 

本年も皆様方にとってすばらしい年となりますようご祈念申し上げます。 

さて、新しい年を迎えましたが相変わらず私たち勤労庶民にとって、そ

して日本の平和、民主主義にとっても厳しい現実、情勢が展開しています。 

昨年１０月、安倍首相による大義なき党利党略による国会解散・総選挙

により、野党側は大混乱し、又しても自民党圧勝、改憲議席３分の２確保

を許してしまいました。 

今や、安倍自民党は「２０２０年改悪、事実上の９条放棄」を前提に年

内改憲発議を急いでいます。 

私たちにとってとかく展望を失いがちな現実、情勢ではありますが、新年

を迎え「改めて確固たる信念と決意」を持つ必要があります。 

負けたとはいえ、先の総選挙では岩手、新潟、佐賀、沖縄の各県では自公を押さえ野党が勝利しまし

た。とりわけ新潟では希望の党は立候補できず、無所属共同候補が５名、立憲民主党が１名で野党が

４勝、与党が２勝という結果を勝ち取りました。投票率も１０％アップし６２．５％となり、立憲野

党と市民の共同による候補の一本化という″勝利の方程式″で安倍自民党を倒せるという展望を示

しました。 

私たちは当面する３，０００万筆の「安倍９条改憲ＮＯ・憲法を生かす全国統一署名運動」をしっか

り取り組み、社会民主主義を包含する改憲阻止・リベラル共同戦線を展望し、今年１年精いっぱい努

力することを決意し合いたいと存じます。 

皆様方のご奮闘を心から祈念し、新年のごあいさつとします。 
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☆伊豆の国市勤労協 

旗閉い 市議４氏の参加で開催 

 
恒例の旗閉い、忘年会は、緑と水を守る会と合同で、

１２月１２日（火）午後６時より、四日町公民館に於

いて、市会議員の参加もいただき、参加者２８名で開

催しました。 

会長挨拶に続き、４氏の市議より、議会の取り組み、

近況報告、考えについて挨拶をいただきました。 

乾杯の後は、お酒を交わしながらの懇談に話が弾み、

又カラオケもリクエスト者が多く盛り上がりました。 

本年は、市より「善行表彰」を受け、賀詞交歓会に

招待と表彰と、良いスタートを切りました。又、年間

行事も市民の立場に立ち、役員、会員皆様の協力のもと、実施も出来ました。 

４月の市長、市議選、６月の知事選、１０月の衆議院選

と選挙の年でもありましたが、それぞれの取り組みも致し

ました。 

又、６月には、日本勤労協全国総会が静岡県担当で、地

元の開催に役員一丸となり、協力も出来たと喜びあいまし

た。市議とも親しく懇談が出来、話も深まり、今後の連携

への下地も出来ました。  

一年間の活動を振り返っての話に熱がこもり、有意義な

旗閉いを行うことが出来ました。 

 

参加市議   田中正男氏 小澤五月江氏 高橋隆子氏 青木満氏 

 

「伊豆の国いちごまつり」に出店参加 

 

新年恒例の伊豆の国市特産の苺の魅力をＰＲする『伊豆の国いちごまつり』が１月１３日（土）に

韮山時代劇場に於いて開催され、多くの来場者で賑わいました。 

祭り式典は、主催者ＪＡ伊豆の国苺組合長、伊豆の国市長、ＪＡ伊豆の国組合長の挨拶から始まり

ました。 

舞台では、楽団演奏、ダンス、余興とステージイベントも行われ、祭り気分で盛り上がりました。 

又、出店も３０余店が、それぞれ販売が行われ、特に「いちご大福」には人気が高く、早々の完売

各地区活動報告 
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でした。 

いちごの食べ比べ試食、いちご販売、いちごツア

ーと、いちご人気に行列が連なり、天候にも恵まれ

て、大勢の来場者で賑わいました。 

伊豆の国勤労協も役員、会員１５名が「甘酒」「ポ

ップコーン」の無料配布で出店に参加、協力をいた

しました。子どもさん、女性の皆さんに好評をいた

だき、行列も出来て、皆さんに喜ばれました。 

また、本年も「喜多方らーめん」の販売も行い、

勤協活動の

資金作りに

も協力をい

ただきました。 

市民から、勤労協の活動、ボランティアにも理解と好感を

いただいた一日でした。 

 

 

 

'１８旗開き開催 

 「いちご祭り」当日の晩に、勤労協‘１８旗開き慰労会を丸太小屋に於いて、参加者は１０余名で

したが開催しました。焼肉で懇親を深め、新年度の活動への抱負と、特に本年は平和を守る、憲法を

守る取り組みも大切な活動と位置づけを確認し、和やかな中での本年度のスタートを切ることが出来

ました。 

（通信員 小粥崇男） 

 

 

☆清水町勤労協 

囲碁・将棋大会を開催 

 

１月１４日、恒例の勤労協主催の「町長杯・議長杯・

会長杯 争奪囲碁・将棋大会」を開催しました。 

今年で４９回目です。昨年、将棋界では「２９連勝の

藤井翔太」「永世７冠の羽生善治」囲碁界で「２度目の

７冠の井山裕太」等話題も多く盛り上がりも有りました。 

清水町でも、この流れにあやかれればと期待をしました

が、囲碁・１

７名、将棋・

１１名と多

くは有りま

せんでした。

それでも参加者の中には小学生や初心者が数名おり、少し

明るい兆しも見えました。９時３０分からの対局開始で、

一人５局 熱心に対局を続け、予定通り１６時には終了し

ました。 

（通信員・望月勇） 
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☆清水地域勤労協 

２０１８年旗開きを開催 

２０１８年新春旗開きを１月１９日(金)「やすい軒」

で開催しました。加盟労組、清水ふれあいユニオン、清

水地区高退会、社民党清水支部の皆さん、来賓の合計３

０名が参加しました。開会挨拶のあと、主催者代表の橋

本勝六副会長は「安倍自公政権の戦争の出来る国作りが

進み、特定秘密保護法、 
 集団的自衛権を行使できる新安保法制の強行、昨年

はテロ等準備罪（共謀法）の強行、そして本年は憲法９

条を含む憲法改悪で国会審議を経て国民投票にかけられ

る事が予想されます。この闘いに向けて『安倍９条改悪

ＮＯ！憲法を生かす３０００万署名』を全力を挙げて取

り組もう。また、労働法改正や２０２５年問題を含めて勤労協も頑張っていきます」と話しました。 

 続いて来賓の静岡市議会議員・水野敏夫様、静岡県労働金庫清水支店次長・重森英充様、全労済中

部支所課長・中尾哲也様から連帯のご挨拶をいただきました。 

 また、静岡県会議員・林芳久仁様、静岡県勤協連会

長・堀内武治様からメッセージをいただきました。 

 参加者は年頭に際し連帯・交流・親睦で大いに盛り

上がり、旗開きを終了しました。 
 

 

 

（通信員 宮内朝次） 

 

☆袋井市勤労協 

袋井市へ「市政懇談会」の要望書回答 

 

１１月２６日開催「市政懇談会」の結果を、前号に続き、報告します。 

７．高齢化により各種団体の役員選出が困難な状況の打  

開策は。 

 地域特性が異なることから組織の見直し、地域の実

情を反映した組織体制をお願いしています。役員は

兼務でも構いません。 

８．地方創生推進事業について。 

①袋井商業高校の５年制化は。 

Ｈ29 年７月県教委に「商業教育高度化対応研究委」

が発足し、現在研究が行われています。県と連携し
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対応していきます。   

②3 デーズ ワーカーズ構想は。 

高齢者の需要供給調査、高齢者就労に係る座談会、大人の社会見学、お試し就労などの実証事業

を実施して参りました。 

 関係する１３団体で「ふくろい生涯現役促進地域連携協議会」を設立し、厚労省の事業実施団体と

して採択を受けました。 

又、１０月「ふくろいタスカルネットワーク事務局」を開設し、高齢者の就労促進に向けて始動し

ました。 仕事の参考例としては。 

①お茶の摘採 （年３回） ②米作お手伝い （お盆の後）③クラウンメロン（年４～５回のお手伝

い）④花き栽培（カーネイション・菊） ⑤苺 （ハウス栽培）⑥もの作り （家電・部品・工業

用品等の梱包・集荷） ⑦福祉・介護 （浴室の洗浄・食後の片付け等） 

９．再生エネルギーの推進状況は。 

太陽光発電契約件数の目標（Ｈ30 年度末）4.200 件実施件数 3.980 件（Ｈ28 年度末）で年間 400

件実施しているので目標は達成すると想定します。 

住宅用太陽光発電システムの目標 4.000 件（Ｈ30 年度末） 実施件数 2.403 件 今後一層㏚に努

め普及促進を図ってまいります。（住宅用太陽光発電システム 10 ㎾未満、市からの奨励金制度があ

ります。） 15 年後パネルがゴミに成るので、国で勉強会を実施している。市でもリサイクル活用

すること等考えています。 

１０‘文化歴史遺産の活用。 

①巨木・銘木マップは冊子「新袋井の文化財」に写真と位置が載っていますので、参考にしてくだ

さい。浅羽支所の歴史文化館で受け取れます。袋井市文化協会の「袋井市の名木・古木」も参考に

して下さい。これらをウォーキングコースの看板に書き加えることはスペースの都合により、難し

いと考えています。 

②街並みの保存は、歴史的文化的景観であると認識しています。地域住民の皆様と連携を図りなが

ら保全・活用していく方策を検討します。     

（回答内容は、事務局で要約しました） 

 

フラワー デザイン教室 開催 

１２月２８日、勤労協会館でフラワーデザイン教室を

開催しました。指定店「みずのフラワー」の水野緑彩先

生が、今回もユーモアたっぷりに、そして丁寧に教えて

下さいました。 

１４名の参加者は、出来上がった作品でお正月の玄関

を華やかに演出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（袋井勤協ニュース ＮＯ．４２９より） 
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